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［表紙写真］昭和38年山口国体各種競技パンフレット

「大明国泉州府/晋江県有商船/隻候来年六月/到此港口看旗/号比対一同斎/来買売余事無紀/万暦十二年十月
吉日」「知鉦人王禄（花押）/船主蔡福（花押）/立字人李進（花押）」
赤間関（現下関市）において、明から来航する貿易船を管理する入港証として使われたもので、「旗印を照合して一致
すれば、入港して貿易する」旨が記されています。「万暦12年」（天正12年、1584）という明の元号が記され、赤間関代官
高洲氏の家紋が大きく描かれています。縦長の麻布2枚を左右に継いで大型に仕立ててあり、左端には、旗竿を通す
「乳」も残っています。当時の遺品として珍しく、対外関係史研究上、貴重な資料です。

にゅう



炬火リレー 大会旗リレー 水泳 ヨット

『第16回国体は山口へ』 『第16回国体に備えて』

陸上競技

体操

卓球

バレーボール

レスリング

柔道

秋季大会開会式（マスゲーム）

サッカー

建設中の県陸上競技場（山口市） 道路整備（道の両脇はカンナの花）俵田翁記念体育館（宇部市） 「県民の歌」発表会（昭38,5,24）

『健民運動のしおり』清掃活動 花いっぱい運動国体標準献立の作成 選手歓迎（小郡駅）

　今年は、第66回国民体育大会「おいでませ！山口国体」・第11回全国障害者スポーツ大会「おいでませ！山口大会」

の年です。山口県での国体開催は、昭和38（1963）年の第18回大会以来、48年ぶり2度目となります。

　当館は、国体関係の記録写真や資料を数多く所蔵しており、それらによって前回大会を克明に振り返ることができ

ます。今大会の記録も確実に保存して、将来に伝えていくことが必要です。

　それでは、当館所蔵の資料を通して、前回大会の様子を振り返ってみましょう。

健民運動の推進  「友愛・奉仕・躍進 ～げんきに・きれいに・しんせつに～」
　昭和38年の山口国体は、山口県をあげて準備が行われ、県民が一つとなって開催された一大イベントでした。現在でも、国体に
関わった多くの人々の記憶の中に鮮明に残っています。このことは、ニュース映画「県政ニュース」や記録写真のほか、大会準備や運営
用に作成された資料一つひとつの中にも、しっかりと刻まれています。
　この時、多くの県民が関わった取り組みに「健民運動」がありました。これは、県民一人ひとりが健やかな心身を持ち、お互いが明るく
豊かな生活を築くことを目標とした運動で、花いっぱい運動や親切運動、交通安全運動、清掃美化運動などがありました。これらの
運動は国体が終了後も続けられ、県民の心の財産となりました。
　また、県下各地で、「おもてなしの心」が発揮され、来県者を温かく迎えました。

会場と周辺環境の整備
　昭和38年山口国体は、県内69会場で各種競技が繰り広げられました。国体開催に伴い、競技施設の建設や整備が進み、各会場を
結ぶ幹線道路も整備されるなど、県内の生活環境が飛躍的に充実しました。国体に合わせて新しく建設された県陸上競技場を
はじめとする体育施設は、国体以後、地域のスポーツ・文化の核となりました。また、山口県旗や県民の歌も制定されました。

世界新記録3・世界タイ記録1・日本新記録33
　夏季大会は、9月15日から18日の4日間、宇部市を主会場に、秋季大会は、10月27日から11月1日の6日間、山口市を主会場として、
32種目の競技が行われました。東京オリンピックを翌年に控え、各競技とも熱戦が繰り広げられた結果、空前の新記録ラッシュとなり
ました。世界新記録3、世界タイ記録1、日本新記録33、日本タイ記録14、大会新記録に至っては204を数えました。山口県勢の活躍も
目覚ましく、総合成績で男子・女子ともに東京都に次いで2位となり、とりわけ、男子は首位との得点差が0.4ポイントという僅差でした。
　炬火の採火式から閉会式までの各競技の様子は、県広報課が撮影した写真でたどることができます。

国体の誘致
　山口県にとって、国体開催は長年の悲願でした。早くも昭和
26年に誘致活動が開始されています。その後、昭和29年に
「第16回国民体育大会山口県誘致委員会」が結成され、昭和
36年開催の第16回大会誘致に向けた活動が本格化しました。
その活動は、『第16回国体は山口へ』や『第16回国体に備えて』
などのパンフレットから窺えます。残念ながら第16回大会の誘致は
実現しませんでしたが、その熱意は、昭和35年12月2日に、
第18回大会の開催地内定を受け、実を結びました。こうして
東京オリンピックの前年にあたる昭和38年に、「オリンピックに
つながる国体」として開催されることとなり、以後、準備が急
ピッチで進められました。
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トピックス 2010
T O P I C S

No. 文　書　名 点数 主な文書の年代 文書群の特徴（関連地域、個人・家の歴史、就任役職等）

平
成
22
年
度
の
新
収

諸
家
文
書
を
紹
介
し
ま
す
!!

昭和38年山口国体 旗リレー（グラフ山口ー山口国体） 会場の様子

旧県庁舎売却区図（総務追加84より）

 1 雨村家文書 1,596 近代～現代 収集史料／絵はがき･写真･地図･観光案内

 2 大田家文書 54 近世～近代 萩藩吉敷毛利家家臣／文人

 3 兼田家文書 144 近代 下松市東豊井／畔頭／戸長／学務委員／村会議員

 4 栗林家文書 84 近世～昭和 山口市／畔頭／家政関係／氏子札

 5 佐伯隆収集史料 49 明治～昭和戦前期 収集史料／椿家文書（萩市佐々並）

 6 杉山家文書 23 昭和戦後～平成 山口市嘉川／家計簿

 7 高洲家文書 443 中世～近世 備後国衆／山名家家臣／萩藩士（寄組）　▼国指定重要文化財

 8 中村家文書 278 近代～現代 山口市徳地／予科練関係／教科書

 9 南家文書 110 近代  陸軍軍人／甲午農民戦争関係文書

 10 山本家文書 185 近世～昭和戦前期 周南市戸田／家政関係／近世年貢下札／戸田処女会

　

　
当
館
は
数
多
く
の
写
真
資
料
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。昭
和

戦
前
期
の
県
庁
内
務
部
が
所
蔵
し
て
い
た
写
真
、県
広
報
誌

用
に
撮
影
さ
れ
た
昭
和
戦
後
〜
平
成
期
の
写
真
、田
中
義
一

文
書（『
田
中
義
一
伝
』編
纂
時
に
収
集
さ
れ
た
の
も
の
）を

は
じ
め
、当
館
諸
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
る
写
真
な
ど
で
す
。

そ
の
中
の
約 

一 

二
，〇
〇
〇
枚
が
ウェブ
サ
イ
ト
で
検
索
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、諸
家
文
書
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
明
治
末
〜

昭
和
戦
後
の
絵
は
が
き
約
三
，〇
〇
〇
枚
も
、同
様
に
検
索

で
き
ま
す
。山
口
県
に
関
わ
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
全
国
、

世
界
各
地
の
絵
は
が
き
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
防
府
市
の
毛
利
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る「
毛
利
家

文
書
」は
、当
館
の「
毛
利
家
文
庫
」と
密
接
な
関
係
に
あ
る

文
書
群
で
す
。昭
和
54
〜
57
年
度
に
山
口
県
教
育
委
員
会
に

よ
る
調
査
が
行
わ
れ
た
際
、多
く
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
焼
き
付
け
写
真
が
当
館
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
閲
覧
室
で
次
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
▽
当
館
所
蔵
諸
家
文
書
全
D
B

　
▽『
萩
藩
閥
閲
録
別
巻
』D
B

　
▽
毛
利
家
文
庫
・
譜
録
収
録
の
中
世
文
書
D
B

　
▽
毛
利
家
文
庫
・
件
名
目
録
D
B

（
公
儀
事
控
・
小
々
控
・
御
書
付
其
外
後
規
要
集
等
）

　
今
年
度
、一
〇
家
、二
，九
六
六
点
の
諸
家
文
書
を
収
蔵

し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
南
家
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
南
家
当
主
小
四
郎
は
、陸
軍
軍
人
と
し
て

活
動
し
た
人
物
で
す
。明
治
27
年
、朝
鮮
半
島
で
起
き
た

甲
午
農
民
戦
争
の
鎮
圧
軍
に
参
加
し
て
い
ま
す
。文
書
群

に
は
こ
の
事
件
に
関
す
る
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す

（
井
上
勝
生
氏『
甲
午
農
民
戦
争
と
鎮
圧
軍
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
』参
照
）。

　
平
成
23
年
2
月
18
日
、｢

歴
史
的
公
文
書
等
の
保
存
活
用
の

た
め
の
連
絡
会
議｣

を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、県
内
市
町
の

文
書
管
理
担
当
者
や
、文
化
財
担
当
者･

図
書
館
職
員
等
を

対
象
に
し
た
会
議
で
、公
文
書
を
と
り
ま
く
近
年
の
動
向
や
、

当
館
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
共
に
、市
町
の

現
状
や
課
題
に
つい
て
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

  

当
日
は
13
市
町
30
名
の

参
加
が
あ
り
、現
場
で

抱
え
る
課
題
を
話
し
合

い
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
う
し
た
会

議
を
継
続
し
て
開
催

し
、出
さ
れ
た
課
題
の
克

服
を
目
指
し
、歴
史
的
に

重
要
な
公
文
書
を
遺
す

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

公
文
書
を
守
ろ
う
！ 

活
か
そ
う
！

■
写
真
資
料
や
古
い
絵
は
が
き
が
w
e
b
サ
イ
ト
で

　
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

■
便
利
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
充
実

■「
毛
利
家
文
書
」の
写
真
版
が
閲
覧
で
き
ま
す

◆
南
家
文
書

　平
成
23
年
4
月
1
日
、公
文
書（
行
政
文
書
）の
適
切
な
管
理
と
、歴
史
的
に
重
要
な
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て
定
め
た
、

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律｣

（
通
称｢

公
文
書
管
理
法｣

）が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
法
律
は
、国
の
公
文
書
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、地
方
自
治
体
の
公
文
書
の
適
切
な
管
理
と
保
存
の

努
力
の
必
要
性
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
公
文
書
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、今
年
度
、当
館
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
二
つ
の
出
来
事
を

紹
介
し
ま
す
。

　
今
年
度
、山
口
県
立
西
京
高
等
学
校
郷
土
史
研
究
部

5
名
が
数
回
に
わ
た
っ
て
来
館
し
、文
書
館
資
料
を
使
っ
た

研
究
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。当
館
で
は
、そ
の
活
動
に

対
し
て
、利
用
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、6
月
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

展
示
や
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、書
庫
見
学
ツ
ア
ー
を
通
じ
て
、

多
く
の
歴
史
資
料
を
目
の
あ
た
り
に
し
、本
物
の
資
料
が
持
つ

迫
力
を
強
く
感
じ
た
様
子
で
し
た
。歴
史
探
究
講
座
に
も

参
加
し
、「
坂
本
龍
馬
と
下
関
」、「
山
口
県
文
書
館
所
蔵

幕
末
維
新
資
料
に
つい
て
」の
講
演
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　
7
月
に
は
、学
校
周
辺
の
昔
の
様
子
を
知
る
た
め
に
、江
戸

時
代
の「
地
下
上
申
絵
図
」や
戦
前
の
地
図
を
使
っ
た
調
査
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
際
に
は
、実
際
に
資
料
閲
覧
票
に
記
入
し
、

閲
覧
の
手
順
を
体
験
し

ま
し
た
。日
頃
、利
用
し

慣
れ
て
い
る
図
書
館
と
は

勝
手
が
違
い
、少
し
と
ま

ど
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
も
資
料
の
複
写

作
業
な
ど
の
た
め
来
館
を

重
ね
ま
し
た
。こ
れ
ら
の

活
動
成
果
は
パ
ネ
ル
に

ま
と
め
ら
れ
、9
月
の
同

校
文
化
祭
で
展
示
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
館
が
所
蔵
す
る
戦
前
の

行
政
文
書
の
内
、破
損
が

著
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り

公
開
で
き
な
か
っ
た
文
書

（
未
指
定
）に
つい
て
、簡
便
な

補
修
を
施
す
な
ど
し
て
、

閲
覧
・
利
用
に
供
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た（｢
総
務
追

加｣

等
、総
計
65
点
）。

　｢

総
務｣

に
は
、置
県
前
の
政
事
堂
や
岩
国
藩
邸
関
係
、

県
庁
官
吏
員
履
歴
や
県
有
財
産
調
書
な
ど
、明
治
10
年
代
を

中
心
に
、大
正
初
期
ま
で
の
文
書
が
含
ま
れ
ま
す
。ま
た

｢

教
育｣

は
、山
口
県
師
範
学
校
文
書
が
中
心
を
占
め
、明
治

38
年
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
学
校
の
活
動
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、「
県
庁
行
政
文
書
戦
前
Ａ
」に
含
ま
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
文
書
を「
守
る
」

公
文
書
を「
活
か
す
」

文
書
館
で
生
き
た
歴
史
を
学
ぶ
！

―

西
京
高
校
郷
土
史
研
究
部
の
活
動―

■平成22年度の新収諸家文書
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高洲家文書
　今年度、高洲家文書443点が寄託されました。高洲氏は備後国衙の役人から武士に転身した杉原氏の

庶流で、南北朝時代から御調郡高須社（広島県尾道市）を本拠地とした家です。室町・戦国時代には、山名

氏や大内氏に従い、最終的には毛利氏に帰属して、江戸時代には萩藩士として活動しました。ここでは、

国の重要文化財に指定された118点の史料の中から、中世の武士としての高洲氏の活動を伝える文書を

紹介します。

国指定重要文化財

み つぎ

　室町幕府初代将軍足利尊氏（1305～58）が、杉原為憲（胤平）を
隼人佑に推挙した書類です。幕府が分裂した観応の擾乱の際、高洲
氏の先祖は尊氏・義詮方に従っていました。

●足利尊氏官途挙状 観応2年（1351）2月 1

　高洲行勝が子息の彦五郎光忠に、備後国高洲社と国竹名の
土地を譲った書類です。

●高洲行勝譲状 応永34年（1427）11月19日 2

　渋川義陸が兵を動かした木梨氏の様子を高洲氏に
尋ねた手紙です。九州探題家の家格をもつ渋川氏は、高
洲氏の主家筋に当たり、備後八幡（広島県三原市）を本
拠地としていました。

●渋川義陸書状 〔年未詳〕12月6日 3

　但馬守護山名祐豊が、髪鋏を贈られたことに対して高洲氏へ
出した礼状です。かつて備後守護であった山名氏との親交が続
いていたことを示しています。

●山名祐豊書状 〔年未詳〕5月13日 4

　備後に影響力を及ぼした大内義隆が、陽春庵和尚に早々に帰帆するよう
伝えた手紙です。

●大内義隆書状 〔年未詳〕6月26日 5

　毛利輝元が赤間関代官を務めていた高洲元兼に白い絹糸・唐糸等の
外国産の輸入品について、内々に調達するよう命じた書類です。

●毛利輝元覚書 〔年未詳〕10月13日 6
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［表紙写真］昭和38年山口国体各種競技パンフレット

「大明国泉州府/晋江県有商船/隻候来年六月/到此港口看旗/号比対一同斎/来買売余事無紀/万暦十二年十月
吉日」「知鉦人王禄（花押）/船主蔡福（花押）/立字人李進（花押）」
赤間関（現下関市）において、明から来航する貿易船を管理する入港証として使われたもので、「旗印を照合して一致
すれば、入港して貿易する」旨が記されています。「万暦12年」（天正12年、1584）という明の元号が記され、赤間関代官
高洲氏の家紋が大きく描かれています。縦長の麻布2枚を左右に継いで大型に仕立ててあり、左端には、旗竿を通す
「乳」も残っています。当時の遺品として珍しく、対外関係史研究上、貴重な資料です。

にゅう


